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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビジョン放送を受信する複数の種類のチューナ手段と、
　前記テレビジョン放送の映像音声信号から変化点を検出する変化点検出手段と、
　前記変化点検出手段によって検出された変化点と既に検出された他の変化点との時間間
隔が、予め定められたひとつまたは複数の所定の時間間隔のいずれかと等しいかを判断し
、所定の誤差範囲内で等しいと判断した場合に前記検出された変化点と前記既に検出され
た他の変化点ではさまれる区間をＣＭ放送区間とするＣＭ放送区間検出手段と、
　前記所定の時間間隔を前記チューナ手段ごとに予め決定する時間間隔候補選別手段と、
　前記ＣＭ放送区間検出手段によって識別されたＣＭ放送区間を表す時間情報を記録媒体
に記録する情報記録手段と
　を備えたことを特徴とする映像音声記録再生装置。
【請求項２】
　テレビジョン放送を受信する複数の種類のチューナ手段と、
　前記テレビジョン放送に関する属性情報を含む電子番組ガイド情報を取得する番組属性
情報取得部と、
　前記テレビジョン放送の映像音声信号から変化点を検出する変化点検出手段と、
　前記変化点検出手段によって検出された変化点と既に検出された他の変化点との時間間
隔が、予め定められたひとつまたは複数の所定の時間間隔のいずれかと等しいかを判断し
、所定の誤差範囲内で等しいと判断した場合に前記検出された変化点と前記既に検出され
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た他の変化点ではさまれる区間をＣＭ放送区間とするＣＭ放送区間検出手段と、
　前記所定の時間間隔を前記チューナ手段ごと、および前記番組属性取得部で取得した属
性情報ごとに予め決定する時間間隔候補選別手段と、
　前記ＣＭ放送区間検出手段によって識別されたＣＭ放送区間を表す時間情報を記録媒体
に記録する情報記録手段と
　を備えたことを特徴とする映像音声記録再生装置。
【請求項３】
　前記複数の種類のチューナ手段は、地上波デジタル放送とＢＳデジタル放送とを受信す
るチューナを含むことを特徴とする請求項１または２に記載の映像音声記録再生装置。
【請求項４】
　前記変化点検出手段は、前記テレビジョン放送に含まれる音声信号の無音声区間を検出
することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の映像音声記録再生装置。
【請求項５】
　前記変化点検出手段は、前記テレビジョン放送に含まれる映像信号のシーンチェンジ箇
所を検出することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の映像音声記録再生
装置。
【請求項６】
　前記ＣＭ放送区間検出手段は、前記変化点検出手段によって検出された変化点がｎ個以
上連続して所定の時間間隔の候補に所定の誤差を加えた範囲内で発生しているかを判断し
て、当該変化点ではさまれる区間をＣＭ放送区間と識別し、
　前記ｎは、所定の時間間隔の候補が９０秒以下のときは３、１２０秒以上のときは２と
することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の映像音声記録再生装置。
【請求項７】
　前記所定の時間間隔とは、１５秒、３０秒、６０秒、９０秒、１２０秒、１８０秒のい
ずれかを含むことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の映像音声記録再生
装置。
【請求項８】
　前記番組属性情報取得部は、少なくとも番組のジャンル情報を取得することを特徴とす
る請求項２に記載の映像音声記録再生装置。
【請求項９】
　前記時間間隔候補選別手段は、前記属性情報から当該テレビジョン放送がアニメ番組か
否かを判定する手段を含むことを特徴とする請求項２または８に記載の映像音声記録再生
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、テレビジョン放送等の映像音声信号を記録再生する装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン放送は、その内容から大きく「番組本編放送」と「コマーシャルメッセー
ジ放送」に分類することができる。番組本編放送とは映画番組であれば映画の内容自体の
映像音声データである。一方、コマーシャルメッセージ放送は広告主や広告代理店などの
依頼主が放送局と契約を結んで依頼主から提供を受けた映像音声データを番組本編放送の
合間に放送するものである。また放送局が自らの広告宣伝を放送する場合もある。コマー
シャルメッセージ（Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ　Ｍｅｓｓａｇｅ）は一般にＣＭと略称されて
用いられており、本稿においても以降はＣＭと略す。番組本編放送とＣＭ放送とは内容の
関連が希薄である場合が多く、番組本編放送の視聴に集中したい視聴者にとっては、テレ
ビジョン放送を録画する際、あるいは視聴する際には番組本編放送のみを録画したい、ま
たはＣＭ放送をスキップし番組本編放送のみを連続して視聴したい、とする要望がある。
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一方、近年のＣＭ放送は、最新の映像技術を駆使した技術的に高度なものや、高い芸術性
や独創性を有する内容のものが多く、ＣＭのみを見たいという要望もある。これらの要望
を満たすためには、番組本編放送とＣＭ放送とを高い精度で自動識別する技術が必要とな
る。 
【０００３】
　ＣＭ放送区間を特定する方法として、番組本編放送とＣＭ放送との境界に生じる無音声
箇所を検出して無音声箇所の出現間隔からＣＭ放送区間を特定しているものがある（例え
ば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－４７０３１号公報（第５－８頁、第１図）
【０００５】
　しかしながらこの方法では、ＣＭ以外の箇所、すなわち本編中においてＣＭ放送特有の
時間と同じ時間間隔で無音声箇所が検出されることがあり、誤検出が多数生じることがあ
った。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、様々な長さのＣＭ放送が含まれていても、本編の誤検出を最小限に抑
え、高精度にＣＭ放送区間を検出することである。
【０００７】
　日本におけるＣＭ放送は、伝統的に１つのＣＭが１５秒や３０秒、６０秒といった長さ
であることがほとんどである。しかし、９０秒や１２０秒、１８０秒といった長尺のＣＭ
が放送されるケースも少なからず存在する。
【０００８】
　このような長尺のＣＭも含めた全てのＣＭ放送区間を検出しようとした場合、無音声箇
所などＣＭ放送の境界で出現する変化点の発生間隔として、従来の１５秒や３０秒、６０
秒といった間隔に加えて、９０秒や１２０秒、１８０秒といったよりたくさんの時間間隔
候補を用意したＣＭ放送検出条件を設定し、ＣＭ放送区間の識別を行う必要がある。
【０００９】
　しかし、ＣＭ区間の判定を行う変化点の時間間隔候補を増やすことで、本編中にＣＭ区
間と同じ時間間隔で変化点が検出されるケースも増えることとなり、番組本編の誤検出も
増加してしまうという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明は、上述のような課題を解消するためになされたもので、テレビジョン放送の
映像信号および音声信号を記録媒体に記録する映像音声記録装置であって、
　テレビジョン放送を受信する複数の種類のチューナ手段と、
　前記テレビジョン放送の映像音声信号から変化点を検出する変化点検出手段と、
　前記変化点検出手段によって検出された変化点が所定の時間間隔の候補に所定の誤差を
加えた範囲内で発生しているかを判断し、当該変化点ではさまれる区間をＣＭ放送区間と
識別するＣＭ放送区間検出手段と、
　前記所定の時間間隔の候補を前記チューナ手段の種類により増減させる時間間隔候補選
別手段と、
　前記ＣＭ放送区間検出手段によって識別されたＣＭ放送区間を表す時間情報を記録媒体
に記録する情報記録手段と
を備えるものである。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明により、テレビジョン放送を受信するチューナの種類によって検出しようとする
ＣＭ放送区間候補の長さの種類を変えることで、チューナ毎のＣＭ放送構成の特徴にあっ
たＣＭ放送検出処理を行い、不要な番組本編の誤検出を防ぎながら高い精度でＣＭ放送区
間の検出が行えるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態１の映像音声記録再生装置を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１の映像音声記録再生装置の動作を示すフローチャート図である。
【図３】地上波デジタル放送におけるＣＭ放送の長さ別の放送回数を示す表である。
【図４】ＢＳデジタル放送におけるＣＭ放送の長さ別の放送回数を示す表である。
【図５】地上波デジタル放送とＢＳデジタル放送におけるＣＭ放送構成を示す図である。
【図６】実施の形態２および３の映像音声記録再生装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　実施の形態１．
　図１は本発明の実施の形態１の映像音声記録再生装置１００の構成を概略的に示すブロ
ック図である。図１に示されるように、映像音声記録再生装置１００は、アンテナ１によ
って受信された放送波から録画する放送番組を選局するチューナとして、地上波デジタル
チューナ２およびＢＳデジタルチューナ３と、受信するチューナを選択するチューナ選択
部４と、各チューナから得られた映像音声信号を記録するハードディスクドライブ（ＨＤ
Ｄ）５と、各チューナから得られた映像音声信号からＣＭ境界における変化点を検出する
変化点検出部６と、変化点検出部６で検出された変化点の発生間隔からＣＭ放送区間を検
出するＣＭ放送区間検出部７と、ＣＭ放送区間検出部７でＣＭ放送区間を検出する際に用
いる所定の時間間隔の候補を各チューナ別に格納した時間間隔候補選別部８とを有してい
る。
【００１４】
　図１では、アンテナとしてアンテナ１しか示されていないが、チューナ毎に複数のアン
テナを接続しても良い。また、図１では記録手段としてＨＤＤ５を示しているが、記録手
段はＤＶＤやＢｌｕ－ｒａｙディスクといった光ディスク、フラッシュメモリ等の半導体
メモリから構成されるシリコンドライブでも良い。また、映像音声記録再生装置１００は
、家庭用のビデオレコーダに限らず、パーソナルコンピュータ等であっても良い。
【００１５】
　以下に、映像音声記録再生装置１００を用いて、テレビジョン放送の録画動作と並行し
て録画番組のＣＭ放送区間を検出する動作について、これをフローチャートで示した図２
を用いて説明する。ユーザーが手動で録画開始ボタン等により録画指示を出した、または
予め録画予約によって設定された録画開始時刻になると、チューナ選択部４により録画対
象番組を受信できるチューナとして地上波デジタルチューナ２またはＢＳデジタルチュー
ナ３が選択され（ＳＴ１）、録画指定されたチャンネルが選局される（ＳＴ２）。放送波
が正しく受信出来た場合、チューナから受信チャンネルの映像音声信号がストリームとし
て出力（ＳＴ３）され、これがＨＤＤ５に記録される（ＳＴ４）。ユーザーが手動で録画
停止ボタン等により停止指示を出した、または予め録画予約によって設定された録画終了
時刻になると、録画動作は、終了する（ＳＴ５）。録画終了を迎えるまでは、受信したス
トリームが順にＨＤＤ５へ記録される。
【００１６】
　なお、デジタルチューナからは映像音声信号以外の情報、例えば字幕情報やデータ放送
信号なども得られる場合があり、これらもあわせてＨＤＤ５に記録しても良い。また、デ
ジタルチューナから得られるＭＰＥＧ２等で符号化圧縮された信号を、デコード・エンコ
ード回路によって、Ｈ．２６４などの方式を使って再符号化圧縮し、ＨＤＤ５に記録して
も良い。
【００１７】
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　ＳＴ１～ＳＴ５が、録画の基本動作を示す一方、ＳＴ６～ＳＴ１４がＣＭ放送区間を検
出する動作となる。まず、ＳＴ１でチューナ選択部４により録画対象番組を受信出来るチ
ューナが選択されると、チューナ選択部４から時間間隔候補選別部８に地上波デジタルチ
ューナ２かＢＳデジタルチューナ３のいずれを選択したかの情報が送られ、チューナ種別
が判別される（ＳＴ６）。
　ここで、チューナすなわち放送波の種別によるＣＭ放送構成の分布について調べた結果
を示す。図３は、地上波デジタル放送１９番組におけるＣＭ放送の分布を示したものであ
る。このように、全６０２のＣＭ放送に対し１５秒ＣＭが４７８と８０％弱を占め、１５
秒と３０秒ＣＭをあわせると全体の９９％以上を占めている。この結果は、日本における
伝統的なＣＭ放送の分布と等しいものと捉えることができる。
【００１８】
　一方、最近のテレビやＢｌｕ－ｒａｙレコーダなどには複数のデジタルチューナ、すな
わち地上波デジタル放送、ＢＳデジタル放送等の異なる放送波を受信できるチューナが搭
載されていることが多い。このうち、ＢＳデジタル放送におけるＣＭ放送の分布は先に示
した地上波デジタル放送とは異なっている。ＢＳデジタル放送８番組におけるＣＭ放送の
分布を図４に示す。全８２のＣＭ放送に対し、１５秒と３０秒ＣＭをあわせても全体の７
５％に満たず、６０秒や９０秒、１２０秒といった長尺のＣＭが比較的多いことが分かっ
た。
【００１９】
　地上波デジタル放送とＢＳデジタル放送におけるＣＭ放送時間別の構成割合を示したの
が図５である。このように、ＢＳデジタル放送は地上波デジタル放送に比べ、個々のＣＭ
が長くなっていることが特徴である。
【００２０】
　今回は、地上波デジタル放送とＢＳデジタル放送を比較したが、例えば海外の放送にお
いては、１５秒や３０秒といった長さ以外にも、２５秒や２７秒といった日本においては
一般的ではない長さのＣＭが放送されている場合もある。
【００２１】
　このように、あらかじめチューナで受信できる放送波の種別によってＣＭ放送構成の分
布が異なることが分かっている場合、それぞれのチューナに適したＣＭ検出処理を行うこ
とが可能となる。
【００２２】
　ＳＴ１での判別結果を受け、例えばチューナがＢＳデジタル放送であった場合、先に示
したように同放送では長いＣＭが多く放送されているため、１５秒、３０秒、６０秒、９
０秒、１２０秒、１８０秒の６候補を、後述するＣＭ放送区間検出部７で用いる所定の時
間間隔の候補として選別し設定する（ＳＴ８）。一方、地上波デジタル放送などのＢＳデ
ジタル放送以外のチューナであった場合、長いＣＭはあまり放送されていないことがあら
かじめ分かっているので、１５秒、３０秒、６０秒の３候補を、後述するＣＭ放送区間検
出部７で用いる所定の時間間隔の候補として選別し設定する（ＳＴ７）。これら動作は録
画開始直後に行っても良いし、録画予約などで予め録画対象番組の放送波が分かっている
場合は、録画開始以前に行うこともできる。
【００２３】
　録画動作中、ＳＴ３で受信された映像音声ストリームは変化点検出部６で順次解析され
る（ＳＴ９）。この時、例えば変化点検出処理用に映像音声ストリームを一時保存するバ
ッファメモリを別に用意してもかまわないし、映像音声ストリームをＨＤＤ５に記録する
前段にあるバッファメモリを利用し、バッファメモリ上の映像音声ストリームを解析して
変化点を検出しても良い。
【００２４】
　変化点検出部６では、映像音声信号を解析することで、ＣＭ放送区間を特定するための
変化点の検出を行う。ＣＭ放送区間を特定するための変化点として、例えばシーンチェン
ジ発生箇所や、無音声区間がある。テレビジョン放送中の番組本編放送とＣＭ放送とは、
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多くの場合は内容的なつながりが無く、その境界で映像が切り替わりシーンチェンジが発
生しやすい。ＣＭ放送同士においても同様にシーンチェンジが発生する。また、ＣＭ放送
の前後には一般的に無音声区間が挿入される。
【００２５】
　ここで、無音声区間の検出方法について説明する。一般的に日本国内におけるデジタル
放送の音声信号は、ＡＡＣ方式で符号化圧縮されたストリームとして配信されている。こ
のＡＡＣ音声ストリームをデコードすることで、各データ値の振幅の大きさが音の大きさ
を表すＰＣＭ音声データが得られる。そこで、ある一定時間単位でＰＣＭ音声データを区
切り、その時間内におけるＰＣＭ音声データの振幅値の和を求めることで、音量の大きさ
を得ることができる。ＣＭ放送前後の無音声区間の長さは、およそ数百ミリ秒なので、こ
れを検出できる時間単位（たとえば３２ｍｓ）でＰＣＭ音声データの振幅値の和を求め、
この値がある閾値を下回った区間を無音声区間として検出する。
【００２６】
　上記に示した方法以外にも、音声信号に対してＦＦＴなどを行って時間領域から周波数
領域へと変換を行い、スペクトル情報からエネルギーを算出し、エネルギーがある閾値を
下回った区間を無音声区間として検出してもよい。また、ＡＡＣ方式は周波数符号化され
ているため、符号化されているＭＤＣＴ係数値までをデコード処理し、周波数領域情報を
直接取得してもよい。
【００２７】
　なお、変化点検出部６で検出する変化点は、シーンチェンジや無音声区間といった映像
もしくは音声信号の単一の変化点ではなく、シーンチェンジと無音声区間が同時に発生し
た箇所としてもかまわない。シーンチェンジや無音声区間は、単独では番組本編放送中で
もたびたび発生しうるものであり、これらが同時に発生した箇所を変化点とすることで、
ＣＭ放送区間の検出精度を高めることができる。
【００２８】
　変化点検出部６で変化点が検出された場合、その発生時刻情報がＣＭ放送区間検出部７
に送られる。変化点の発生時刻は、映像音声ストリームに付属するＰＴＳ（Ｐｒｅｓｅｎ
ｔａｔｉｏｎＴｉｍｅＳｔａｍｐ）などを使ってその正確な発生時刻が分かるようにする
のが良い。
【００２９】
　ＣＭ放送区間検出部７では、変化点検出部６で検出された変化点が、所定の時間間隔の
候補に所定の誤差を加えた範囲内で発生しているかを判断し（ＳＴ１０）、当該変化点で
はさまれる区間がＣＭ放送区間か（ＳＴ１２）、否か（ＳＴ１１）を識別する。ここで所
定の誤差とは、±数十～数百ミリ秒程度の値である。
【００３０】
　ＣＭ放送区間検出部７でＣＭ放送区間を検出する際に用いる所定の時間間隔の候補は、
時間間隔候補選別部８においてＳＴ６～ＳＴ８であらかじめ選別、設定されたものであり
、チューナ毎にＣＭ放送区間の識別に用いる時間間隔候補のセットが増減するようになっ
ている。
【００３１】
　さらにＣＭ放送区間検出部７には、時間的に連なる３つ以上の変化点がそれぞれ所定の
時間間隔に所定の誤差を加えた範囲内で発生した場合のみ、ＣＭ放送区間として識別する
（ＳＴ１４）条件が備わっている。これは、ＣＭ放送では複数のＣＭが連続して放送され
ることが多いことを利用し、ＣＭ検出精度を高めようとするものである。変化点が３つの
場合について具体的に説明すると、時間的に連続する変化点をＡ、Ｂ、Ｃとした時、Ａ－
ＢおよびＢ－Ｃのペアが両方とも所定の時間間隔に所定の誤差を加えた範囲内で検出され
た時のみＣＭ放送区間として識別することになる。
【００３２】
　しかし、１２０秒や１８０秒といった長尺のＣＭの場合、単一ＣＭのみですぐに番組本
編に切り替わり、複数のＣＭが連続して放送されないこともある。こういったケースに対



(7) JP 4760962 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

応するため、ＣＭ放送区間の識別条件を、変化点の時間間隔によって変更する。例えば、
１５秒、３０秒、６０秒、９０秒の時間間隔に所定の誤差を加えた範囲で発生している変
化点については、上述したように３つの変化点が連続して所定間隔で発生した場合にのみ
ＣＭ放送区間と識別し、１２０秒以上の時間間隔で発生している変化点については、２つ
の変化点が所定の時間間隔に所定の誤差を加えた範囲で発生しているだけでＣＭ放送区間
と識別する（ＳＴ１３）。
【００３３】
　ＣＭ放送区間検出部７のＣＭ放送区間検出条件には、この他にも様々な条件を追加して
もよい。例えば、ＣＭ境界での無音声区間は一般に６００ミリ秒から２０００ミリ秒であ
り、したがって検出された無音声区間の区間長がこの範囲外にある場合には、この無音声
区間はＣＭ境界と見なさないとすることで、誤検出を防ぐことができる。
【００３４】
　また、ここではチューナ種別に応じてＣＭ放送区間検出部７で用いる所定の時間間隔の
候補を選別する方法について記述したが、録画を行う時間帯すなわち番組が放送される時
間帯によって時間間隔候補を選別しても良い。一般にゴールデンタイムと呼ばれる１９時
から２２時前後に放送される番組には数多くのスポンサー企業が付いており、ＣＭ放送は
１５秒や３０秒といった短いものが多くなる。一方、早朝や昼間の時間帯では、地上波デ
ジタル放送でも９０秒以上の長尺のＣＭが放送されることが多々ある。これに対応するた
め、番組の録画時間帯によって長尺のＣＭを検出対象とするか否かを決定するようにすれ
ば、誤検出の確率をさらに小さくできる。
【００３５】
　ＣＭ放送区間検出部７でＣＭ放送区間と識別された区間に対し、当該変化点で挟まれた
区間の時間情報をＣＭ放送区間の時間情報としてＨＤＤ５に記録する（ＳＴ４）。ＨＤＤ
５に記録されたＣＭ放送区間の時間情報は、同時に記録された録画番組の再生時にこれを
参照することで、ＣＭスキップ再生などを実現することが可能になる。
【００３６】
　本実施の形態１においては、チューナ毎のＣＭ放送構成の特徴を元にＣＭ放送区間を検
出する時間間隔を選別し、さらに変化点の発生間隔によってＣＭ放送区間の識別条件を変
更することで、本編中の誤検出を抑えながら常に高い精度でＣＭ放送区間の検出を行うこ
とができるというメリットがある。
【００３７】
　また、チューナ単位でＣＭ検出ルールを変更するため、録画番組のジャンル情報などが
取得できる電子番組表（ＥＰＧ）機能が無い機器でも、本発明を利用することが可能であ
る。
【００３８】
　なお、本実施の形態においては、地上波デジタルチューナ２とＢＳデジタルチューナ３
という２つのデジタルチューナを有する装置について説明したが、チューナの数は２つに
限られることはなく、さらにＣＳデジタルチューナ等を備えた場合でも、同様の効果が得
られる。
【００３９】
　本実施の形態においては、映像音声ストリームをＨＤＤ等に記録する際に、同時にＣＭ
放送区間を検出する場合について説明したが、映像音声ストリームをＨＤＤ等に記録後に
ＣＭ放送区間を検出し、検出結果を既に記録してある映像音声ストリームと関連付けて、
ＨＤＤ等に記録してもよい。当該検出結果は、必ずしも映像音声ストリームが記録してあ
るＨＤＤ等に記録する必要はなく、データの関連付けさえしてあれば、フラッシュメモリ
ー等の別の記録媒体に記録してもよい。
【００４０】
　さらに、ＰＣ等の高速のデータ処理が可能で且つデータ処理のための十分なメモリを備
えた装置においては、再生時にリアルタイムでＣＭ放送区間を検出し、ＣＭを取り除いた
再生を行うことも可能である。たとえば、再生する映像音声ストリームに先行する数分間
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の映像音声ストリームをメモリに予め蓄え、この蓄えた映像音声ストリームに対して、図
２のＳＴ６からＳＴ１４の処理を施すことで、リアルタイムでＣＭ放送区間を検出し、そ
の検出結果を再生に反映させれば良い。
【００４１】
　実施の形態２．
　実施の形態２は、テレビジョン放送を受信するチューナの種類に加え、番組のジャンル
情報を使って検出しようとするＣＭ放送の長さの種類を変えることで、より適切に不要な
番組本編の誤検出を防ぎながら高い精度でＣＭ放送区間の検出を行うものである。
【００４２】
　番組のジャンルによって、番組内の各コーナーがＣＭ放送と同じ長さで構成される場合
があり、このような番組では番組本編をＣＭ放送と誤検出してしまうことがある。
【００４３】
　特にこれが顕著なのが、アニメ番組である。アニメ番組は、ＢＳデジタル放送であって
も９０秒や１２０秒、１８０秒といった長尺のＣＭが放送されることは稀である。また、
アニメ番組は、番組の始まりと終わりにオープニングテーマやエンディングテーマが放送
されることが常であるが、これらシーンは９０秒で構成されることが多い。
【００４４】
　さらにアニメ番組は、ＢＧＭが流れていないシーンなどでは無音が発生しやすく、番組
本編中にもＣＭ境界と類似した無音区間やシーンチェンジが発生しやすい特徴があり、Ｃ
Ｍ放送区間検出を行う際に用いる変化点発生の時間間隔候補を安易に増やすと、やはり番
組本編をＣＭ区間と誤検出してしまうケースが増加してしまう。
【００４５】
　本実施の形態に係る発明においては、テレビジョン放送を受信するチューナの種類に加
え、こういった特定ジャンルの番組に対するＣＭ放送区間の検出を適切に行えるようにし
たことに特徴がある。
【００４６】
　図６は本発明の実施の形態２の映像音声記録再生装置２００の構成を概略的に示すブロ
ック図である。図６に示されるように、映像音声記録再生装置２００は、アンテナ１によ
って受信された放送波から録画する放送番組を選局するチューナとして、地上波デジタル
チューナ２およびＢＳデジタルチューナ３と、受信するチューナを選択するチューナ選択
部４と、各チューナから得られた映像音声信号を記録するハードディスクドライブ（ＨＤ
Ｄ）５と、各チューナで受信された放送番組の電子番組ガイド（ＥＰＧ）情報を取得する
番組属性情報取得部９と、各チューナから得られた映像音声信号からＣＭ境界における変
化点を検出する変化点検出部６と、変化点検出部６で検出された変化点の発生間隔からＣ
Ｍ放送区間を検出するＣＭ放送区間検出部７と、ＣＭ放送区間検出部７でＣＭ放送区間を
検出する際に用いる所定の時間間隔の候補を各チューナ別に格納した時間間隔候補選別部
８とを有している。
【００４７】
　以下において、映像音声記録再生装置２００を用いて、テレビジョン放送の録画動作と
並行して録画番組のＣＭ放送区間を検出する動作について説明する。なお、各部の動作に
ついて、実施の形態１で説明したものと同じものは、ここでは説明を省略する。
【００４８】
　番組属性情報取得部９は、放送番組の電子番組ガイド情報を取得し、電子番組ガイド情
報に含まれる番組属性情報として、録画番組のジャンル情報を取得する。ジャンル情報は
、大ジャンル情報と小ジャンル情報からなり、例えば（ドラマ―国内ドラマ）や、（スポ
ーツ－野球）といった番組ジャンルを示す情報が取得できる。ジャンル情報は、１つの番
組に対して複数付与されている場合もある。
【００４９】
　ＣＭ放送区間検出部７でＣＭ放送区間を検出する際に用いる所定の時間間隔の候補は、
実施の形態１では録画番組の受信チューナの種類により変更できるようになっていたが、
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実施の形態２ではさらに番組属性情報取得部９で取得した録画番組のジャンル情報により
変更できるようになっており、両者の情報を用いて時間間隔候補選別部８で用いる時間間
隔候補のセットを増減させることができる。
【００５０】
　以下に、実施の形態２における時間間隔候補選別部８の動作を具体的に示す。例えば録
画している番組が地上波デジタル放送の番組の場合、１５秒、３０秒、６０秒の３候補が
所定の時間間隔の候補として選別され、ＢＳデジタル放送の番組の場合は、１５秒、３０
秒、６０秒、９０秒、１２０秒、１８０秒の６候補が所定の時間間隔の候補として選別さ
れる。これら時間間隔候補は、それぞれのチューナ毎のＣＭ放送の分布（いろいろなジャ
ンルを含む平均的な分布）を基にして、あらかじめ決定されたものである。
【００５１】
　次に番組のジャンル情報がアニメ番組か否かを判定する。アニメ番組を示すジャンル情
報は、一般には大ジャンルがアニメ／特撮、もしくは大ジャンルが映画で小ジャンルがア
ニメのケースである。このようなジャンル情報が番組に付与されている場合、当該番組が
アニメ番組だと判断し、受信するチューナとしてＢＳデジタルチューナ３が選択された場
合であっても、１５秒、３０秒、６０秒の３候補だけを所定の時間間隔の候補として選別
する。９０秒以上の長尺の時間間隔を候補として選択しないことによって、アニメ番組中
に現れる無音声区間に挟まれた区間をＣＭ区間であると誤検出する可能性を小さくするた
めである。
【００５２】
　ジャンル情報が当該番組に対して複数付与されている場合（現在は最大３つのジャンル
情報が付与されるケースがある）、例えば以下に示す方法で当該番組がアニメ番組か否か
を判定することができる。
【００５３】
　例えば、懐かしのアニメソングをランキング形式等で紹介する音楽番組には、（アニメ
／特撮－国内アニメ）と（音楽－国内ロック・ポップス）の２つのジャンル情報が付与さ
れている場合がある。他にも、アニメ映画の監督を特集するドキュメンタリー番組には、
（アニメ／特撮－国内アニメ）と（ドキュメンタリー／教養―ドキュメンタリー全般）の
２つのジャンル情報が付与されている場合もある。このような番組は、いわゆるアニメ番
組とは異なっているため、アニメ番組では無いと判断するのが適切である。
【００５４】
　そこで、ジャンル情報にアニメ番組を示すジャンル情報のみが付与されている場合のみ
、当該番組をアニメ番組と判定し、それ以外のジャンル情報が存在している場合は、アニ
メ番組と判定しない。
【００５５】
　本実施の形態２においては、チューナ毎のＣＭ放送構成の特徴に加え、番組のジャンル
情報を基にＣＭ放送区間を検出する時間間隔を選別することで、本編中の誤検出を抑えな
がら常に高い精度でＣＭ放送区間の検出を行うことができるというメリットがある。
【００５６】
　特にアニメ番組など、ＣＭ放送と同じ時間間隔で各コーナーが構成され、また、番組本
編中にＣＭ境界と類似の変化点が検出されやすい場合において、本発明の効果が期待でき
る。
【００５７】
　実施の形態３．
　実施の形態３は、実施の形態２と同様にテレビジョン放送を受信するチューナの種類に
加え、番組のジャンル情報を使って検出しようとするＣＭ放送の長さの種類を変えること
で、より適切に不要な番組本編の誤検出を防ぎながら高い精度でＣＭ放送区間の検出を行
うものである。
【００５８】
　図６は本発明の実施の形態２の映像音声記録再生装置２００の構成を概略的に示すブロ
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ック図であり、動作については実施の形態２で説明を行ったため、詳細については省略す
る。
【００５９】
　図５に示したように、チューナの種類によって放送されるＣＭ放送の長さの分布に違い
がある他、同じチューナで受信された番組であっても、番組のジャンルによってＣＭ放送
の長さの分布が異なる場合がある。たとえば、情報／ワイドショーのジャンルに属する番
組では、地上波デジタル放送であっても９０秒以上のＣＭが放送される場合が多い。
【００６０】
　実施の形態３における時間間隔候補選別部８においては、例えば録画している番組が地
上波デジタル放送の番組の場合であっても、情報／ワイドショーのジャンルに属する番組
の場合には、１５秒、３０秒、６０秒の３候補だけでなく、９０秒、１２０秒、１８０秒
も含め他６候補が所定の時間間隔の候補として選別される。
【００６１】
　本実施の形態３においては、チューナ毎のＣＭ放送構成の特徴に加え、番組のジャンル
情報を基にＣＭ放送区間を検出する時間間隔を選別することで、ＣＭ放送区間を確実にＣ
Ｍ放送区間であると検出を行うことができるというメリットがある。
【符号の説明】
【００６２】
１　アンテナ、　２　地上波デジタルチューナ、　３　ＢＳデジタルチューナ、　４　チ
ューナ選択部、　５　ハードディスクドライブ、　６　変化点検出部、　７　ＣＭ放送区
間検出部、　８　時間間隔候補選別部、　９　番組属性情報取得部、　１００　映像音声
記録再生装置、　２００　映像音声記録再生装置

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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